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WB 1:500-1:1000,ChIP 1:20

Calculated MW: 33 kDa; Observed MW: 38 kDa
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	製品名: ヌクレオフォスミン（2D9）マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM03420
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	応用
	抗原情報
	背景
	リボソーム生合成、中心体複製、タンパク質シャペロン、ヒストン組み立て、細胞増殖、腫瘍抑制因子p53/TP53およびARFの調節など、多様な細胞プロセスに関与しています。リボソームに結合して、おそらくリボソームの核外輸送を促進します。核小体のリボ核タンパク質構造に関連し、一本鎖核酸に結合します。コアヒストンH3、H2B、およびH4のシャペロニンとして機能します。アプリン/アピリミジン（AP）二本鎖DNAに対するAPEX1エンドヌクレアーゼ活性を刺激しますが、AP一本鎖RNAに対するAPEX1エンドヌクレアーゼ活性は阻害します。rDNA上のAPの修復と酸化rRNA分子の除去を行う核小体内のAPEX1エンドヌクレアーゼ活性を制御する可能性があります。BRCA2と連携して、中心体複製を制御します。中心小体複製を制御する：PLK2によるリン酸化は中心小体複製を誘導する。EIF2AK2/PKRの活性化を負に制御し、EIF2AK2/PKRの自己リン酸化を阻害することでアポトーシスを抑制する。ATF5による細胞増殖阻害作用に拮抗し、ATF5誘導性のG2/M期遮断を軽減する（PubMed:22528486）。MYCと複合体を形成することで、MYC標的遺伝子の転写を促進する（PubMed:25956029）。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	NPM1 抗体を使用した Hela、Jurkat、3T3 溶解物中の NPM1 のウェスタン ブロット分析。

